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団長要望事項

心身を鍛え、
技能を磨け

駐屯地司令
要望事項

頼もしき
自衛隊員にして、
良き市民たれ

団長統率方針

一致団結

～着隊から入隊式まで～

着 隊受 付食 事

宣 誓

ベットメイキング

裁 縫

入隊式予行

歩哨訓練 格闘訓練１２km行進訓練ガス体験（催涙ガス） 戦闘訓練

自
衛
官
へ
と
踏
み
出
す
一
歩
「
一
般
陸
曹
候
補
生
」

新
隊
員
た
ち
は
、
駐
屯
地
に
到
着
し
て
か
ら
入
隊
式
を
迎
え
る
ま
で
の

約
１
週
間
、
自
衛
官
に
な
る
た
め
の
最
初
の
準
備
を
し
ま
す
。

戦
闘
服
や
制
服
へ
の
階
級
章
の
縫
い
付
け
、
ア
イ
ロ
ン
や
靴
磨
き
の
要

領
ま
た
、
敬
礼
や
行
進
な
ど
の
基
礎
動
作
を
学
び
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
新
隊
員
が
親
元
を
離
れ
て
の
団
体
生
活
が
初
め
て
の
中
、

班
長
の
あ
た
た
か
い
指
導
や
、
同
期
と
の
支
え
合
い
、
励
ま
し
あ
い
に
よ

り
徐
々
に
生
活
環
境
に
慣
れ
て
い
き
ま
す
。

彼
ら
彼
女
ら
は
、
着
隊
し
て
１
週
間
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
凛
々
し
い

姿
で
入
隊
式
を
迎
え
ま
す
。

本格的に訓練開始！！！

中
部
方
面
混
成
団
（
団
長

一
等
陸
佐

野
崎

英
二
）
は
、
令
和
７
年

４
月
６
日
（
日
）
松
山
駐
屯
地
、
８
日
（
火
）
大
津
駐
屯
地
、
そ
れ
ぞ
れ
の
駐
屯

地
に
お
い
て
一
般
陸
曹
候
補
生
の
入
隊
式
を
挙
行
し
た
。

真
新
し
い
紫
紺
の
制
服
に
身
を
包
ん
だ
一
般
陸
曹
候
補
生
た
ち
は
、
約
１
週
間

前
に
着
隊
し
た
頃
と
は
違
い
、
節
度
の
あ
る
基
本
教
練
、
統
制
さ
れ
た
団
体
行
動

を
披
露
し
、
入
隊
式
に
参
加
し
た
保
護
者
等
の
方
々
は
そ
の
成
長
に
驚
き
を
隠
せ

な
い
様
子
で
あ
っ
た
。

中
部
方
面
混
成
団
長

野
崎
１
佐
は
「
中
部
方
面
混
成
団
長
と
し
て
、
本
教
育

に
あ
た
り
諸
官
等
に
「
心
身
を
鍛
え
、
技
能
を
磨
け
」
を
要
望
し
ま
す
。
我
々
が

任
務
を
遂
行
す
る
に
際
し
て
は
、
雨
風
を
問
わ
ず
、
灼
熱
の
夏
の
日
も
凍
え
る
冬

の
夜
も
耐
え
、
山
の
中
、
瓦
礫
の
中
、
濁
流
の
中
で
あ
ろ
う
と
も
行
動
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
い
か
な
る
状
況
に
お
い
て
も
任
務
を
完
遂
す
る
た
め
、
自
衛

官
と
し
て
の
基
礎
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
訓
示
し
た
。

新
隊
員
た
ち
は
、
約
３
か
月
間
行
わ
れ
る
こ
の
教
育
で
、
自
衛
官
と
し
て
の
基

本
的
な
知
識
・
技
能
を
修
得
し
、
仲
間
と
と
も
に
切
磋
琢
磨
し
て
立
派
な
自
衛
官

に
な
る
た
め
日
々
訓
練
に
励
み
ま
す
。
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大
津
駐
屯
地
（
団
長
兼
大
津
駐
屯
地
司
令

野
崎
１
佐
）

は
、
令
和
７
年
４
月
26
日
（
土
）
、
大
津
駐
屯
地
に
お
い
て
、

中
部
方
面
混
成
団
創
立
18
周
年
及
び
大
津
駐
屯
地
創
立
66

周
年
記
念
行
事
を
挙
行
し
た
。

観
閲
式
に
お
い
て
野
崎
１
佐
は
「
国
外
は
厳
し
い
国
際
情

勢
、
国
内
で
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
大
規
模
災
害

が
頻
発
す
る
中
、
歴
史
の
う
ね
り
の
前
に
た
だ
立
ち
尽
く
し

て
現
状
を
受
け
入
れ
る
こ
と
な
く
、
「
事
に
臨
ん
で
は
危
険

を
顧
み
ず
身
を
も
っ
て
責
務
の
完
遂
に
務
め
も
っ
て
国
民
の

負
託
に
応
え
る
。
」
こ
の
宣
誓
に
違
う
こ
と
な
く
、
「
我
が

国
の
平
和
の
独
立
を
守
る
」
自
衛
隊
の
使
命
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
専
心
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
」
と
式
辞
し

た
。観

閲
行
進
間
は
、
中
部
方
面
音
楽
隊
の
演
奏
に
合
わ
せ
、

観
閲
部
隊
指
揮
官
（
副
団
長

伊
藤
１
佐
）
以
下
約
７
０
０

名
、
車
両
24
両
、
航
空
機
１
機
が
参
加
し
、
威
風
堂
々
と
し

た
行
進
を
披
露
し
た
。

式
典
後
に
は
、
中
部
方
面
音
楽
隊
に
よ
る
音
楽
演
奏
、
新

隊
員
約
３
０
０
名
に
よ
る
自
衛
隊
体
操
、
第
３
偵
察
戦
闘
大

隊
及
び
第
３
飛
行
隊
の
支
援
を
受
け
実
施
し
た
訓
練
展
示
な

ど
混
成
団
の
精
強
性
、
特
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
ご
来
賓
や

地
域
の
方
々
を
魅
了
し
た
。

そ
の
他
、
高
機
動
車
に
よ
る
体
験
試
乗
、
子
供
が
遊
べ
る

エ
ア
ー
ド
ー
ム
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

地
域
の
方
々
と
触
れ
あ
っ
た
。

最
高
の
『
お
も
て
な
し
』
を
す
る
た
め

混
成
団
一
同
『
一
致
団
結
』
し
て
記
念
行
事
は

成
功
裡
に
幕
を
閉
じ
た
。

中部方面混成団創立１８周年
大津駐屯地創立６６周年



（３）第６３号中部方面混成団広報紙 かけはし

第
１
１
０
教
育
大
隊
（
大
隊
長

廣
瀬

公
洋
二
等
陸
佐
）
は
、
令

和
７
年
３
月
17
日
に
松
山
駐
屯
地

に
お
い
て
着
任
式
を
行
い
ま
し
た
。

大
隊
長
は
、
「
教
育
大
隊
の

使
命
は
新
隊
員
を
将
来
部
隊
の

骨
幹
と
し
て
活
躍
で
き
る
素
養

を
身
に
つ
け
さ
せ
自
信
を
も
っ

て
部
隊
へ
送
り
出
す
こ
と
。
そ

の
使
命
を
達
成
す
る
た
め
私
は

私
に
与
え
ら
れ
た
権
限
の
中
で

皆
が
誇
り
を
も
っ
て
勤
務
で
き

る
環
境
作
り
に
努
め
る
の
で
、

一
緒
に
大
隊
を
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
着
任
の
挨
拶

を
し
ま
し
た
。

記念行事を支えた隊員たち

第１１０教育大隊第２８代大隊長着任

第
１
１
０
教
育
大
隊
離
任
式離任大隊長挨拶

中部方面混成団長による
離任大隊長紹介

第
１
１
０
教
育
大
隊
長

鳥
生

浩
成
二
等
陸
佐
は
、
令
和
７
年
３

月
17
日
付
で
第
２
師
団
司
令
部

（
旭
川
駐
屯
地
）
へ
転
出
さ
れ
ま

し
た
。

巡 閲

着任大隊長挨拶

中部方面混成団副団長による
着任大隊長紹介

彦
根
総
合
高
校
訪
問
授
業

精
強
・
精
鋭
！

令
和
６
年
度
混
成
団
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
戦
士

大
津
駐
屯
地
は
、
令
和
７
年
４
月
15
日
、

５
月
27
日
、
６
月
10
日
滋
賀
県
彦
根
市
に
あ

る
彦
根
総
合
高
等
学
校
に
お
い
て
訪
問
授
業

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
授
業
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
積
極
的
に
参
加
す
る
彦
根
総
合
高
等
学
校

の
野
球
部
を
対
象
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
必
要

な
知
識
及
び
技
能
の
習
得
の
た
め
行
っ
て
お

り
、
令
和
７
年
度
内
に
７
回
の
訪
問
授
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

12
月
に
行
わ
れ
る
総
合
実
習
で
は
各
授
業

で
学
ん
で
き
た
内
容
の
集
大
成
と
し
て
２
泊

３
日
の
生
活
体
験
を
実
施
予
定
で
す
。

第４７普通科連隊重迫撃砲中隊

各個戦闘射撃検定
命中弾数：２２発
等級：特級

体力検定 合計点数
２９１点 １級

第４９普通科連隊第１中隊

各個戦闘射撃検定
命中弾数：２２発
等級：特級

体力検定 合計点数
３００点 １級

２等陸曹 星場 彦志

第４陸曹教育隊隊本部

基本射撃検定
得点：４６点
F的命中弾数：７発
等級：準特級

体力検定 合計点数
２９７点 １級

２等陸曹 森谷 将人

第109教育大隊第316中隊

基本射撃検定
得点：４２点
F的命中弾数：５発
等級：準特級
体力検定 合計点数
３００点 １級

２等陸曹 井本 淳

第110教育大隊第332中隊
３等陸曹 中川 美咲

基本射撃検定
得点：４２点
F的命中弾数：５発
等級：準特級
体力検定 合計点数
３００点 １級

基本射撃検定
得点：４５点
F的命中弾数：６発
等級：準特級
体力検定 合計点数
２９４点 １級

第109教育大隊第314中隊

統率方針
『誇り』
要望事項

『視野を広く』『当事者意識』

２等陸佐 廣瀬 公洋
S４７．９．２５
出身：愛知県
職種：普通科
期別：９７公幹候（一般幹部候補生（公募））

H ９．３．３１ 幹部候補生学校入校 （前川原）

H１０．２．２８ 第３３普通科連隊 （久 居）

H１７．１．２８ 第５次イラク復興支援群 警備小隊長

H１７．６．１１ 第３３普通科連隊 運用訓練幹部 （久 居）

H１８．３．２３ 第２混成団本部 防衛幹部 （善通寺）

H１８．３．２７ 第１４旅団司令部３部 防衛幹部 （ 〃 ）

H２０．３．２３ 第１５普通科連隊 第２中隊長 （ 〃 ）

H２１．３．２３ 富士学校付 （富 士）

H２２．３．２３ 防衛大学校訓練部 次席指導教官 （横須賀）

H２４．３．２３ 国際活動教育隊 企画班長 （駒 門）

H２６．３．２３ 中部方面総監部人事部 見積幹部 （伊 丹）

H２６．１２．１ 善通寺駐屯地業務隊 補給科長 （善通寺）

H２９．３．２３ 第３師団司令部１部 人事１班長 （千 僧）

H３０．８． １ 第４普通科連隊 副連隊長 （帯 広）

R ３．３．１５ 北部方面指揮所訓練支援隊 副隊長（東千歳）

R ５．３．１３ 遠軽駐屯地業務隊長 （遠 軽）

R ７．３．１７ 第１１０教育大隊長 （松 山）

１等陸曹 宮川 竜次

１回目

２回目

３回目

准陸尉 髙田 稔人


